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１ はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 第４回「住民と議会のカタリ場 ～未来会議～」は、昨年 7 月の改選後、初

めてのカタリ場で、新人議員 3 名を含む全議員 11 名で開催することができま

した。 

 今回も新型コロナウイルス感染症対策のため人数を制限しての開催となり

ましたが、25 名の皆さまにご参加いただき、たくさんの貴重なご意見を伺う

ことができたことに感謝申し上げます。 

前回よりも議員定数が 2 名減りましたが、以前と変わることなく住民の声

をしっかりと聴き、執行機関へ届けることを町議会の使命として今後も活動

してまいります。 

 また、いただいたご意見は真摯に受け止め、調査・研究を行い、「チーム議

会」でその課題に取り組んでまいりますので、引き続き議会へのご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。 

 

令和５年２月  

添田町議会 議長 畠田 勝廣 
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２ 概 要 

 

（１） 開催日時と会場 

   ・令和４年 11月 19日(土） 19時００分～２０時３０分  

オークホール（研修室） 

 

 

（２） 参加者数 

・２５名 

新型コロナウイルス感染症対策のため、定員を定めて参加者を募集しました。 

 

 

（３） 参加議員 

    ・1１名 

議長   畠田 勝廣 

副議長 合戸 精一 

議員   池口 大和 

議員   緒方 裕子 

議員   櫻木 秀二 

議員   白石 雄二 

議員   武貞 誉裕 

議員   中嶋 浩二 

議員   永沼 嘉代子 

議員   山本 徳和 

議員   吉木 清文 

※ほか議会事務局 3名 

 

（４） 式次第 

・開会 

・議会からの報告 

① 議会の役割 

② 第３回カタリ場の経過報告 

・テーブルトーク 

『こんな町になったらいいな』 

・アンケート 

・閉会 
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（報告者 中嶋浩二議員） 

 

（報告者 吉木清文議員） 

 

３ カタリ場～未来会議～ ふり返り 

（１） 議会からの報告 

   ① 議会の役割  

議会の仕組みや４つの役割、日々の活動について説明を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ※当日資料抜粋。詳細は１３ページをご覧ください。 

  

 

   ② 第３回カタリ場の経過報告  

   前回（202１年開催）のカタリ場でも、たくさんのご意見をいただきました。いただいた

意見は分野別に分け、多かった５事項を問題解決に向け、担当委員会で重点的に調査・

研究を行いました。その経過を報告しました。 

 

 ◆202１年の重点取り組み事項 

① 中学校の建て替えと小学校の統廃合 

② 地域の交通課題 

③ 日田彦山線の今後（ＢＲＴ・駅前周辺の整備） 

   ④ 歓遊舎ひこさんの今後 

   ⑤ 福祉施設のあり方 

    ①②③は総務文教常任委員会、④⑤は産業厚生常任委員会で取り組みました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

                                

 ※当日資料抜粋。詳細は１４ページをご覧ください。 
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（２） テーブルトーク 

『こんな町になったらいいな』をテーマに、６つのグループに分かれて、テーマについて対話

をしました。各テーブルで出たさまざまな意見や提案に、参加者同士で考え、議員が回答や説

明をしました。  

  ① グループ分け 

 

  ② 会場の様子 

 
  

   

 

 

③ 対話の振り返り（発表） 

各テーブルでどのような対話が行われたのか、その内容を発表し共有しました。 

   

   

グループ１ 
参加者３名 

議員２名（畠田・白石） 
グループ４ 

参加者５名 

議員２名（緒方・櫻木） 

グループ２ 
参加者４名 

議員２名（合戸・山本） 
グループ５ 

参加者５名 

議員２名（吉木・永沼） 

グループ３ 
参加者４名 

議員２名（中嶋・池口） 
グループ６ 

参加者４名 

議員１名（武貞） 
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４ ご意見とその対応 

各テーブルで出た意見や提案を集約・分類し、その内容を全議員で共有しました。 

また、いただいた意見等に対する回答をまとめ、回答ができないものは、継続して調査・研

究を行うことを決定しました。ご意見に対する議会からの回答や説明は、その場で行ったもの

と後日に調査して行ったものがあります。 

   

（１） まとめまでの手順  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ご意見と回答 

  ◆議会のこと 

ご意見 回答 

町議会の各委員会をパソコンやスマホで見ら

れるようにしてほしい 

議会運営委員会で調査・検討し、令和５年６月

までに配信の有無の方向性を決定します。 

 

◆空き家対策・定住 

ご意見 回答 

空き家が多くなっている 
空き家空き地バンクやリノベーション支援等に

より、空き家の解消を図っています。 

空き家を宿泊やシェアハウスなどに利用できな

いか 

さまざまな利用を支援しています。起業創業す

る場合は補助金等もあります。 

最近、添田町に転入したが、町のことが全く分

からない 

移住支援や、暮らしの様子をまとめたパンフレ

ットを作成する予定です。 

● 参加者の意見を聴く。 

● テーマについて対話する。 

● 各テーブルで出た意見を担当した議員がまとめる。 

 

 
● 全てを集約し分類する。 

● 継続して調査・研究する項目に分類。 

● 議員全員で共有し、回答をまとめる。 

● 執行部（行政）へ「テーブルトークのまとめ」を渡し、

課題等の共有を図る。 

● 報告書を作成。 

● すぐに回答ができないものは、継続して調査研究を

行う。 

● 継続調査について、年度ごとで進捗をまとめる。 

住民と議会のカタリ場

～未来会議～開催

会場のまとめ

全員協議会にて

議会でのまとめ

所管する委員会で

継続して調査・研究
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◆防災 

ご意見 回答 

豪雨で川の水があふれる。添田公園不動池の

放流はどこがするのか。 
地元の水利組合が管理しています。 

空き家やくずれた建物、草や木で覆われた場

所への対応を 

基本的には所有者の管理となります。議会とし

ては空き家対策を進めます。 

集中豪雨に対する備えを予報も含め、万全の

態勢で準備を 

防災無線・防災ラジオ・LINE 等でお知らせし

ています。危険を感じる前に早めの自主避難

をお願いします。 

 

◆交通（ＪＲ、バス） 

ご意見 回答 

畑川にある喫茶店近くの交差点は事故が多く

危険なので信号機を設置してほしい 
議会としても町に伝え、対策を検討中です。 

真木トンネルから西添田方面の道路に歩道を

作ってほしい 
県道であるため、県が調査しています。 

BRTはどのくらい利用者がいると考えている

のか 

利用者の予測はできませんが、JR や関係市町

村などと連携し、地域振興に繋げていきます。 

山間部の高齢者の移動手段は 

現在、町バス・デマンド型乗合タクシー・タクシ

ー助成などを行っています。今後は公共交通と

福祉の両面から検討を進めます。 

交通ネットワークの充実を 

令和５年度に JR、西鉄バス、タクシー事業社及

び関係機関で組織する「地域公共交通法定協

議会」で、交通体系の協議を行うこととしてい

ます。 

 

◆農林業  

ご意見 回答 

安心して農業ができるようにしてほしい 

農家が減っている。若い人が働く仕事がない 

町の担当課も国・県の事業を活用し、取組を進

めています。 

花農家は後継者をつくっているが、他の農業

でも後継者の育成をしてほしい 
提案として受け止め、担当課に伝えます。 

 

◆有害鳥獣対策 

ご意見 回答 

有害鳥獣が増えている。その対策は 
猟友会による捕獲を推進しています。新規の狩

猟者に対する補助も行っています。 
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◆観光・活性化 

ご意見 回答 

中島家以外の整備構想はどうなっているのか

（町二地区の構想が作られていたが、その後ど

うなっているのか） 

今後の方針は、第二期歴史的風致維持向上計

画を策定し、決定します。 

英彦山の自然を活かした、昔ながらの街道整

備などを 

九州自然道の整備は県の担当です。英彦山参

道の修景整備は、平成３０年度から実施し、令

和５年度で完了する予定です。 

観光の確立を（点を線で）。英彦山・数山邸な

ど文化財が点在し、線で繋がっていない 

町としては旅行会社等にも積極的に働きかけ、

情報発信の強化に取り組んでいきます。 

英彦山スロープカーの採算性を知りたい 議会だよりでお知らせする予定です。 

学校廃校後の地域活用は 外部からのノウハ

ウを取り入れては 
議会も調査・検討をしていきます。 

JR敷地の管理と活用を知りたい 

JR の敷地は JR が管理を行います。歓遊舎ひ

こさん駅舎及び線路用地の一部を活用してフ

ォレストアドベンチャーの整備等を行いました。 

 

◆福祉・健康・医療 

ご意見 回答 

災害時に高齢者や障がい者が避難しやすい環

境を整えてほしい 

福祉避難所を設置しています。今後もさまざま

な声を聴きながら対応していきます。 

元気クラブのようなものでなく、日々の散歩な

どで健康づくりを 

直方市や田川市を参考に、取組を検討してい

きます。 

クアハウスは改修より解体したほうが良い 
小学校のプール授業にも活用しており、令和

10年までは運用する予定です。 

 

◆子育て支援 

ご意見 回答 

新設校での学童保育についての話し合いを進

めてほしい 

現在、学童保育の設置場所などを検討してい

ます。 

 

◆ごみ処理 

ご意見 回答 

犬のフンの持ち帰りをお願いする看板を立て

てほしい 

看板設置を検討するため、役場（保健福祉環

境課）までご連絡ください。 
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◆水道 

ご意見 回答 

水道料金を安くできないか 
人口減少や水道管の老朽化により今後は料金

の増が予想されています。 

 

◆学校のこと 

ご意見 回答 

町外の学校に通っている子どもがいる。もっと

魅力ある学校づくり（学力）をしてほしい 

添田町が目指す子ども像、「ふるさと添田町を

愛し、夢や希望を実現するかしこさとたくましさ

を兼ね備えた人間性豊かな子どもの育成」に

むけた学校づくりを行っています。 

学校周辺の環境整備、不動川等などの危険箇

所の点検を 

町としては、学校周辺の危険箇所を点検して

います。議会としても、注意喚起等を行ってい

きます。 

新設学校の大規模化で環境が心配される。周

囲の住民説明会を要請 

工事業者が決定後、工事車両等の状況や、通

学路などの安全対策について、説明会を行う

予定です。 

新設学校の浄化槽の水はどこに流され、その

水質への影響はあるのか 

不動川に放流します。処理後は法定基準に沿

った維持管理を行うので、水質への影響はあり

ません。 

タブレットなどの情報通信技術（ICT)を活用し

た、将来を見越した教育を 

児童生徒の意欲や理解を深めるために、ICT

などを活用した授業を進めています。 

 

◆その他の意見 

議会は現状のままがんばってほしい。議員全員参加のカタリ場が良い 

町外の人が添田町に来たい、住みたいと思う町にしてほしい。若者が住みたくなる町に 

住民主体のまちづくりをするため、できる事から輪を広げてほしい 

みんなが集える居場所づくりを 

要望に対し「お金がない」だけでなく、どうやったらできるかを住民と一緒に考えるまちづくりをし

てほしい 

限界集落への対応人口が少なくなっても、住みやすい町に 

子どもたちが添田のために何かしたいと思える町にしてほしい 

人材育成（教育のあり方）。将来、巣立った子どもたちが、戻ってきたいと思えるまちづくり 

ボランティア活動に力を入れていける町に 

町の魅力を PR動画等を作成し、SNSにて発信してほしい 

田川広域観光協会が全く機能していない 

車がなくても生活できる環境づくり、病院に行く際の交通手段の確保を 

公共交通インフラを大任町のように良くしてほしい 

災害時の避難施設の充実（テレビ・ベット・毛布など）を 

障がい者・高齢者等が一緒に活動できる場所がほしい。障がい者の働く場所がほしい 



10 

広場や公園を作ってほしい。子どもの遊び場、自転車を練習できるような場所がほとんどない 

子どもの福祉施設の充実（子ども食堂）を 

役場周辺に防犯灯が少なく、夜暗いので増設してほしい 

入院できる病院が少ない 

クアハウスに行くのに送迎してほしい。クアハウスの維持費と収入を町報に載せるべきでは 

包括支援センターの窓口が分からない（センターの存在さえ知らない）、柔軟な対応を（時間が合

わず、利用するのに休みをとらないといけない） 

ゴミ収集車、ゴミの取り忘れがあるので注意してほしい 

産業廃棄物処理場（川崎町）に至る通路について知りたい 

８市町村で建設中の、ごみ処理場（大任町）に関心を持ってもらいたい 

落合校区の通学路の整備を早急にしてほしい 

ＢＲＴ運用開始に伴う県道整備方針を示してもらいたい 

歓遊舎ひこさんをもっとアピールできないだろうか。飲食店の数を充実させてほしい 

歓遊舎子ども広場のモノライダーは古く、修理費がかかるため解体する方が良いのでは 

歓遊舎ひこさんのパン工房解体で生じる古材木を売却し、解体費用に活用しては 

グランドゴルフ場を整備し、各種大会を開催できるようにしてほしい 

文化祭の展示が少ないので、保育園や小・中学生の作品などを一緒に展示できないか 

営農組合に対し役場がリーダーシップを取り、指導を。肥料が高騰しており、就農者に援助を 

資産形成など（NISA）学べる場、情報交換できる場がほしい 

自尊感情が高められる行事を実施してほしい 

子どもが夢を持っていないことが心配 

「広報そえだ」がわかりにくく、町の取組などの情報がきちんと伝わっていない 

 

（３） 町（行政）との共有 

       いただいた意見は、課題の早期解決に向け、執行機関である町（町長・教育長・各課長）

と共有を図りました。 

 

   

    

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 1月 30日、役場内会議で共有 
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５ 今後の取り組み（重点項目） 

カタリ場で出された意見は分野別に分け、重点的に取り組む事項などを決定しました。担当

委員会で問題解決に向け、さらに議論を進めます。取り組みの結果は、議会広報紙やホーム

ページ、次回のカタリ場でご報告いたします。 

 ◆２０２３年の重点取り組み事項 

① 新設の小中学校について  

担当委員会：総務文教常任委員会 

        武貞(委員長)、山本（副委員長）、池口、緒方、吉木、畠田 

② 英彦山周辺観光施設    

担当委員会：産業厚生常任委員会   

  中嶋(委員長)、白石（副委員長）、櫻木、永沼、合戸 

 

 

６ おわりに 

今年度もカタリ場を開催し、ご参加いただきましたみなさまからたくさんの貴重なご意見を

聴くことができました。改めて感謝申し上げます。 

次回に向けて「どのようにしたら多くの方に参加してもらえるか」「満足していただけるか」を

考え、より充実した対話の場となるように努めてまいりますので、お気軽にご参加いただきます

ようお願い申し上げます。 
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７ 添付資料 

① 当日配布資料 

 ◆次第 

  

  第４回 住民と議会のカタリ場 ～未来会議～ 

 

と き：令和４年 11月 19日（土） 19:00～  

ところ：オークホール  

  

【次  第】                 【トークルール】  

 

 

 メ モ  

◇相手の話を聴きましょう 

    ～うんうん、なるほど！～ 

 

◇ほかの人の意見を否定しないで 

 

◇多くの人が発言できるようにしましょう 

～話すときは簡潔に～ 

 

 ご協力をお願いします 

 

 

 

 

(1)開 会 19:00～ 

あいさつ  

(2)議会からの報告 19:05～ 

議会の役割  

    第３回カタリ場経過報告  

(3)テーブルトークに入る前に 19:15～ 

ルール説明  

(4)意見交換（テーブルトーク） 19:20～ 

テーマ「こんな町になったらいいな」 

(5)アンケート 20:20～ 

(6)閉 会 ～20:30 
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◆議会からの報告 （議会の役割）  
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◆議会からの報告 （第３回カタリ場の経過報告） 
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10代 0 人

20代 0 人

30代 2 人

40代 6 人

50代 3 人

60代 7 人

70代 5 人

80代～ 1 人

合計 24 人

良かった 14 人

まあまあ良かった 10 人

あまり良くなかった 0 人

良くなかった 0 人

合計 24 人

 

② アンケート集計結果 

 

一般参加者数   ２５名 

アンケート回収数 ２４名（回収率９６％） 

 

◆年代を教えてください        ◆本日の会はどうでしたか 

 

 

 

 

 

 

 

◆時間はどうでしたか              ◆本日の会をどうやって知りましたか 

 

 

 

 

 

 

◆議会だよりを読んでいますか    ◆今後も機会があれば参加したいと思いますか  

※複数回答可                    ※複数回答可 
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◆今後、開催する場合の内容の希望は ※複数回答可 

 

(内容)                  (曜日)     

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 (時間帯) 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自由記入欄（気づいた点や発言できなかった事、意見、要望） 

 

 要望を発信することも大切ですが、質問する機会や時間を設けていただけたらと思った(40代） 

 継続して実施することが大事だと思った。新たな顔(参加者)も参加していてよかったと思う。「ファシ

リ力の向上」は頑張らないとですね(40代） 

 議員が身近な存在であり、添田町をよりよい町にしたいという気持ちが伝わった(40代） 

 定期的に実施してほしい(50代） 

 隣組の今後、持ち回りの組長、神社総代などの負担が増える。行政(役場)でも電子マネーが使えるよう

希望（50代） 

 時間が短すぎるので、昼間も検討してはどうか？（60代） 

 会議に出た課題が少しでもより良い方向になることを願う。広報などで確認していきたい(60代） 

 みんなに周知、問題化したらよいのでは(60代） 

 仕事の立場上、オブザーバー(聴講人)として参加させていただいたら、気が楽に参加しやすい。議会が

主体となって、住民の方々とこのような催しは大変意義深いと感じた。他の市町村へも波及し議会も活性

化するし、議会と住民の距離も縮まり、真に住民参加のまちづくりが実践されることは、他の範に値する

ものと考える。参加する機会を得られたことに感謝(60代） 

 少子化で子どもが少ないが、自由に遊べる広場としてサンスポ、多目的グラウンドを開放してほしい

(予約のない時や使用しない時）(70代） 

 いろいろな意見が出たが、今身近に困っている人を助けてほしいと願っている(70代） 

 住みたくなる課題を具体的に話し合う良い機会と思う(70代） 


